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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護グループ研修について

　①日時：1/27(水)17:15～　　場所：病院2階会議室　

テーマ:「外傷受傷時と創傷管理」　　講師：豊川Ns
②日時：2/4(木)17:15～　　場所：病院2階会議室

テーマ：「地域との連携」　　講師：慶長SGM

※2/1(月)までに各自で出欠予定を入力すること。

・第6回法人研修について
日時：2/2(火)・2/3(水)17:30～　　場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
テーマ：「精神保健福祉法関連　人権」　　講師：柴田PSW
・慶長SGMが1/27(水)～1/29(金)研修旅行により不在となる。
・庶務のノートPCを借用しそのまま会議室に放置されて返却されないということが多々ある為、必ず庶務に返却すること。庶務スタッフがいなくても庶務デスクまで返却し、貸出台帳へ記載すること。
＜利用者様情報＞
・繁名　和恵様～昼食後「耳がキーンとして痛いの」と幻聴の訴えがあり状況を確認。今朝8:30に幻聴があった為リスパダールを服用し、来所したと話している。来所してからも幻聴があり我慢していたとのこと。12:35体温35.5℃、血圧144/90mmHg、脈拍89回/分。静養室で休みたいと希望し1時間程休養している。今後も様子観察していく。
・番沢　政勝様～声の調子が普段と違う為、体調を確認すると、頭痛や喉の痛み、関節痛、寒気、息苦しさがあると訴えている。体温36.7℃、再検にて36.8℃。体調不良があり、熱も普段より高めである為、帰宅するよう勧めている。また、内科受診するよう促し、何かある際には電話連絡するよう伝えている。上記については、青明舎へ情報提供している。

・奥山以依子様～昨日、顔面蒼白であり左上腕部の疼痛を訴えている。「昨日の朝、私物箱動かしたら腕が痛くなった。思い切って動かそうとしたら、左に力が入らなくて床に落としてしまった」と話している。左上腕部の疼痛は時間の経過とともに良くなってきたとのこと。帰荘後、リネン交換は一人で行うことが出来ており、左上腕部については「痛くありません」と話していると青風荘より情報提供がある。本日のデイナイトケアでは「左腕は全く痛くありません」と話しており、プログラムにも問題なく参加できている。昨日の睡眠時間については、21：43就寝し0：15に目が覚めてからは眠っていないとのこと。今後も左腕の疼痛と睡眠状況を確認し、様子観察していく。

･八木橋牧雄様～来所時、体温37.1℃、血圧142/95mmHg。酒臭はなく、手指振戦は中等度みられている。昨日、下痢がありナイトケア欠席しており、状況を確認すると、本日は下痢や腹痛はないと話している。19:30体温36.7℃、血圧165/110mmHg。後頸部が張る感じがすると訴えがあり、その他の不調はないとのこと。スタッフと穏やかに会話しながら定時まで過ごしている。来所時には、バイタルと体調を確認する。
※現在5名の利用者が風邪症状や体調不良で欠席している状況。風邪やインフルエンザ流行期であるため、利用者の体調確認や感染対策を徹底して行っていくこと。

＜外来情報＞

・磯島　貴広様～2/24採血予定。

カンファレンスシート（吉田　キクエ様）

実施日：H28年1月27日（水）13：30～14：00

担当チーム：佐々木・服部・工藤

参加者：工藤、戸賀沢、佐々木、油津、會津

検討内容　計画検討

	氏名
	吉田　キクエ様
	性別
	女
	年齢
	84
	生年月日
	昭和6年11月17日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・基本的な生活習慣を身に付ける

・対人関係を学ぶ

・共同生活を覚える

	本人希望
	家に帰りたい

	家族希望
	現在の生活を続ける

	入院歴
	計　2回（最終：S47年5月～H13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H13年7月11日～現在　　（週5回/月火水木金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
	家族構成





・長年疎遠となっている保護者（長男）は本人との面会を拒んでいる様子。

	利用制度
	精神障害者保険福祉手帳2級
	年金なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。


	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②体重維持。無理なく運動プログラムに参加する。
	②間食量を増やさない。体重を増やさないように運動プログラムに取り組む。
	②体重増加をしないように間食状況を青風荘と情報共有して、内容を把握する。運動は自分の動ける範囲で取り組む。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自分の思いや不調を自覚できる。
	・自ら他者に話し掛けることは少ないが、用事がある時や確認の時には自ら話し掛けることができている。

・体調について、自ら相談する事があまりなく、確認すると伝えることが殆どである。テーブルに伏している事が多く、プログラムを休みたい時には自分から状態を伝える。疲労について｢しょうがない｣と言葉を濁してしまうことがある。ここ暫らくは腰痛の訴えは聞かれない。

· 大きな病状変化はなく、服薬も問題ない。

・（青風荘情報）12/17（木）朝食後、「ここが痛いんだよ」と左耳下を指しながら訴えあり、腫脹が見られている。金田耳鼻科受診し、耳下腺炎と診断。疼痛・腫脹が無ければ通院は必要ないとのこと。

・9/28(月)特定女性メンバーに「あんた何を睨みつけているのよ」と叫ばれる。その後「能力ないくせに」と数回繰り返し暴言を受けている。本人と面談し、｢気にはなるけれども、入所したときからずっとだから気にしないようにしている｣｢普通にしているのに、なんで言われるのかわからない｣｢本当は言われたくない｣と話している。スタッフが介入し相手と話し合うことを提案するが、現在の状態でよいと話している。相手の病状変化によっては再度繰り返される可能性があることと、いつでも相談を受けることを伝えている。
	自ら体調や不満等を相談出来ないことで、自分の中にストレスを溜め込む可能性ある。自らスタッフに相談出来ること、何かあったら伝えるよう声掛けを行っていく。目標・計画継続。

	②間食量を増やさない。

体重を増やさないように運動プログラムに取り組む。
	・運動療法には拒否無く参加しているが、疲労感は確認すると、あることを話している。表情はぼんやりとしており、飛び跳ねることや、体を大きく動かすことは行わず、自分のできる範囲で取り組んでいる。
・大きな体重の増加はない。

体重：12月63.2kg、9月63.0kg

（H26.10　体重63.6kg BMI29.0）
間食については果物が多いとのこと。買物内容は日用品は話すが、嗜好品は質問されてから話している。お腹が出てきた時は間食を控えるなど体重が増えないよう意識し、調整できている様子を話している。
	年齢を考えると、減量ではなく維持していけるよう関わっていく。

高齢である為、動ける範囲で無理せず運動に取り組むよう伝え、様子観察していく。目標一部変更、計画継続。

	その他
	食事中、口いっぱいに食べ物を入れる様子や、むせ込みがある時でもそのまま口に食べ物を含めていることがある。そのため、喉詰まりする危険性がある。
	食事の様子や嚥下状態についての目標・計画を新規で立案する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。


	①自分の思いや不調を自覚できる。


	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②体重を維持する。
	②間食量を維持する。体重を増やさないように運動プログラムに取り組む。
	②体重増加をしないように間食状況を青風荘と情報共有して、内容を把握する。運動は自分の動ける範囲で取り組む。


※食事の様子や嚥下状態についての目標と計画については、本人と話し合い、今後立案していくこととする。

保護者
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